
鑑
真
和
上
（
六
八
八
’
七
六
三
）
の
我
国
医
学
へ
の
貢
献
は
遍
く
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
『
日
本
国
見
在
害
目
録
』
（
八
九
一
頃
）
は
「
鑑
上

人
秘
方
』
一
巻
の
撰
述
が
あ
っ
た
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
が
、
惜
し

１

い
こ
と
に
今
は
伝
わ
ら
な
い
。
し
か
し
『
医
心
方
』
（
九
八
四
）
に
は２

「
鑑
真
方
」
ま
た
は
「
鑑
真
」
と
し
て
葱
、
紫
雪
、
紅
雪
、
呵
梨
勒

の
薬
名
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
心
痛
、
脚
気
、
心
悸
冗
進
、
風
病
、
熱

痢
、
天
行
熱
病
な
ど
、
ま
た
賦
活
強
壮
薬
と
し
て
の
鐘
乳
の
用
量
を

引
用
す
る
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
は
『
鑑
上
人
秘
方
』
に
出
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
次
の
四
条
（
演
者
読
承
下
し
）
で
あ
る
。

一
鑑
真
方
、
心
痛
ヲ
治
ス
ル
ノ
方
、
大
験
ア
リ
、
酷
半
升
二
葱

白
一
茎
ヲ
切
リ
テ
和
シ
煎
ジ
、
頓
服
セ
シ
ム
レ
バ
立
チ
ド
コ
ロ
ニ

愈
１
。
（
巻
六
心
痛
方
第
三
）

二
鑑
真
云
う
、
若
シ
脚
気
衝
心
セ
バ
ー
小
両
ヲ
取
り
水
二
和
シ

『
医
心
方
』
に
見
え
る
鑑
真
方

に
つ
い
て

三
井
駿
一

テ
之
ヲ
飲
マ
シ
ム
。
又
紅
雪
五
、
六
両
ヲ
服
セ
シ
ム
可
シ
・
又
呵

梨
勒
丸
モ
良
シ
・
（
巻
八
脚
気
腹
二
入
ル
ノ
方
第
八
）

三
鐘
乳
ヲ
服
ス
ル
ハ
年
歯
一
一
随
フ
方
、
石
鐘
乳
〈
其
ノ
味
甘

温
、
毒
無
シ
、
年
廿
ノ
者
〈
二
両
ヲ
服
セ
シ
ム
。
乃
チ
五
十
二
至
ラ

バ
五
両
ヲ
服
セ
シ
ム
。
六
十
已
上
〈
加
ヘ
テ
七
両
二
至
ラ
シ
ム
・

各
々
年
二
随
上
之
ヲ
服
セ
シ
ム
ル
ヲ
吉
ト
ス
。
舟
已
下
ノ
人
〈
一

両
ヲ
分
チ
両
服
ト
為
シ
、
五
十
已
上
ハ
ー
タ
ビ
’
二
両
ヲ
服
セ
シ

ム
。
両
別
二
麺
三
両
一
一
和
シ
攪
捜
ス
レ
バ
麺
硬
マ
ル
。
捜
（
樫
）

テ
欝
鈍
一
一
作
り
五
升
鐺
（
鍋
）
中
二
入
し
煮
テ
五
、
六
タ
ビ
沸
シ

ァ
グ
レ
バ
即
チ
熟
ス
。
酒
二
和
シ
汁
ノ
マ
マ
之
ヲ
尽
ク
服
セ
シ

ム
。
寛
レ
バ
媛
飯
ヲ
以
テ
之
ヲ
押
フ
。
七
日
已
来
忌
ム
コ
ト
薬
法

ノ
如
ク
ス
。
（
巻
十
九
服
石
鐘
乳
法
第
十
六
服
乳
法
鑑
真
石
鈍
乳
ヲ
服
セ

シ
ム
ル
ノ
方
第
十
六
）

四
若
シ
脚
気
衝
心
セ
バ
ー
小
両
ヲ
取
り
水
一
一
和
シ
之
ヲ
飲
マ
シ

ム
・
若
シ
心
戦
衝
ス
レ
ゞ
〈
半
小
両
ヲ
取
り
消
セ
シ
ム
。
巳
二
水
下

ラ
バ
亦
得
。
若
シ
風
油
有
ラ
雷
〈
時
々
之
ヲ
服
セ
シ
ム
ル
コ
ト
前
ノ

３

丹
石
ヲ
理
ム
ル
ガ
如
ク
ス
。
若
シ
丹
、
頭
痛
ヲ
発
セ
シ
メ
、
身
体

急
一
一
、
或
ハ
寒
熱
シ
テ
飲
食
ス
ル
能
ハ
ザ
レ
ゞ
〈
即
チ
一
両
ヲ
取
り

少
シ
ク
芒
硝
ヲ
加
へ
、
水
一
一
和
シ
テ
之
ヲ
飲
マ
シ
ム
。
若
シ
熱
痢
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ア
ラ
霞
〈
亦
前
ノ
加
ク
ニ
シ
、
若
シ
天
行
熱
病
ア
ラ
等
〈
亦
前
ノ
如
ク

ス
。
若
シ
痢
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ゞ
ハ
之
一
二
倍
ヲ
加
へ
空
腹
二
之
ヲ
服

４

セ
シ
ム
。
若
シ
邪
気
ア
ラ
蕊
〈
漸
々
｜
一
服
セ
シ
ム
レ
》
〈
即
チ
並
ビ
可

也
。
鑑
真
方
（
巻
十
九
服
紫
雪
方
第
十
八
）

こ
れ
ら
和
上
の
記
述
に
つ
い
て
少
し
く
私
見
を
述
べ
る
と
、

１
心
痛
に
対
す
る
類
似
の
処
方
は
孟
読
（
六
一
三
’
七
一
三
頃
）

５

の
『
食
経
』
に
出
た
「
酢
に
青
木
香
を
摺
り
下
ろ
し
て
飲
ま
せ
る
」

１
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｅ
１
．
１
‐
１
１

法
で
あ
る
が
、
和
上
の
処
方
は
特
異
と
で
き
る
。

２
脚
気
衝
心
に
紫
雪
、
紅
雪
を
処
方
す
る
の
は
『
千
金
方
』

（
六
七
○
頃
？
）
、
『
千
金
翼
方
』
、
『
外
台
秘
要
』
（
七
五
二
）
、
『
聖
恵
方
』

（
九
九
二
）
に
見
え
な
い
。
訶
梨
勒
を
同
じ
病
症
に
複
方
と
し
て
五
方

を
『
聖
恵
方
』
で
初
出
す
る
。
単
方
と
し
て
早
く
我
国
に
こ
れ
を
導

入
し
た
の
は
和
上
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

６

３
五
石
散
の
服
用
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
日
常
生
活
の
活
性
化
を

意
図
し
た
も
の
で
、
不
老
長
生
を
志
向
す
る
丹
と
同
じ
で
な
い
。
漢

７

代
に
起
源
し
六
朝
に
最
も
盛
行
し
た
。
薬
物
に
は
主
と
し
て
鐘
乳
が

８

愛
好
せ
ら
れ
た
ら
し
い
。
用
量
を
誤
る
と
薬
害
の
伯
れ
が
あ
り
、

『
医
心
方
」
は
実
際
の
体
験
者
と
し
て
の
和
上
の
処
方
を
重
視
し
た

の
で
な
か
ろ
う
か
。

六
○
頃
）
に
図
を
載
せ
、
正
倉
院
に
将
来
品
が
現
存
す
る
。
『
広
済
方
』

（
七
二
三
ｌ
『
外
台
秘
要
』
引
）
に
制
吐
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

３
丹
薬
、
石
薬
の
服
用
に
よ
る
薬
害
の
処
理
法
が
同
書
に
前
出
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
。

吟
仙
Ｌ
股
怜
院
源
論
』
（
六
一
○
頃
）
に
、
「
若
シ
風
邪
胃
二
在
し
》
ハ
則
チ
嘔
ク
」

２
〃
と
あ
る
の
で
嘔
気
と
解
す
る
。

５
『
医
心
方
』
巻
六
治
心
痛
方
第
三
に
引
用
が
あ
る
。
『
日
本
国
見
在
吾

目
録
』
に
は
『
食
療
本
草
』
の
名
で
し
る
さ
れ
る
が
、
通
称
を
か
く
唱

４
紫
雪
、
紅
雪
に
つ
い
て
『
医
心
方
』
巻
十
九
は
そ
れ
ぞ
れ
に

項
目
を
立
て
る
が
、
そ
の
組
成
に
つ
い
て
は
解
説
が
な
い
。
『
聖
恵

方
』
に
同
名
で
合
剤
を
載
せ
る
が
、
前
者
に
は
朱
砂
、
後
者
に
は
金

９

を
成
分
の
一
と
す
る
。
思
う
に
神
仙
家
の
秘
方
で
錬
薬
の
手
順
、
服

１０

用
後
の
厳
重
な
食
忌
み
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
『
服
石
論
』
に

准
南
八
王
紅
雪
方
の
名
が
喧
伝
せ
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、

和
上
の
故
郷
揚
州
で
賞
用
せ
ら
れ
た
処
方
で
あ
ろ
う
か
。

〔
注
〕

１
江
戸
医
学
館
本
（
一
八

異
同
が
な
い
。

２
カ
リ
ロ
ク
弓
角
日
旨
胃
芦

で
新
付
さ
れ
た
が
、
既
脂

下
痢
病
昧
証
治
第
一
七
に

は
張
仲
景
の
方
で
な
い
と
疑
わ
れ
て
い
る
が
）
、
『
南
方
草
木
状
』
（
二

既
に
『
金
腫
要
略
』
（
二
○
○
頃
）
嘔
吐
、
職
、

七
に
訶
梨
勒
散
と
し
て
処
方
が
あ
り
（
新
校
正
一

画
ｏ
医
①
ず
匡
旨
詞
曾

六
○
）
に
よ
る
。

圃
冒
『
唐
娘
草
』
（
六
五
九
）

~茄へ
牢

／
１
Ｊ

記
と
照
合
し
て
本
文
に

方
が
あ
り
（
噺
』
膣
止
権
Ａ
ｌ
ｌ
’

214（96）

匂
、？

､



､

為
1 菟看

′

６
別
に
又
、
寒
食
散
、
解
散
と
呼
ぶ
。
五
石
は
紫
石
英
、
白
石
英
、
赤

石
脂
、
鐘
乳
、
石
硫
黄
を
言
う
か
。
孫
子
遡
に
よ
る
適
用
量
が
『
千
金

方
』
巻
二
四
に
出
る
。

Ｉ
‐
ト
ド
怜
斤
陸
震
方
』
巻
一
五
大
補
養
第
二
張
仲
景
紫
石
寒
食
散
治
傷
寒
已

う
の
は
『
新
修
本
草
』
（
六
五
九
）
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
狩

１
１
１
１
俗
腋
唐
（
一
七
七
五
’
一
八
三
五
）
は
上
質
品
の
産
地
を
備
中
国
英
賀

郡
と
し
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
二
月
二
日
に
備
中
国
で
採
取
の
あ
っ

た
こ
と
を
記
す
（
『
菱
注
和
名
類
聚
抄
』
）
。

９
『
全
唐
詩
』
（
一
七
○
七
）
第
一
函
第
七
冊
に
孫
思
遡
の
錬
金
の
四
言

詩
を
載
せ
る
。

、
『
医
心
方
』
巻
一
九
服
紅
雪
方
第
一
七
に
引
用
す
る
。
『
晴
書
』
経
籍

志
に
出
る
。

〔
付
記
〕

１
図
書
寮
叢
刊
『
新
修
本
草
残
巻
』
（
昭
五
八
）
巻
第
一
四
の
訶
梨
勒

の
条
「
水
磨
或
散
水
」
は
「
水
摩
或
散
」
で
散
下
の
水
は
術
、
水
剤
、

膏
剤
、
散
剤
の
義
で
あ
る
。

２
拙
著
『
唐
招
提
寺
鑑
真
和
上
秘
方
薬
（
茶
）
を
め
ぐ
っ
て
』
和
漢
薬

一
八
六
昭
四
三

（
帝
塚
山
学
院
大
学
）

憾
坏
腹
坊
に
戯
唯
彪
い
展
隠
陰
艤
腫

Ｉ
酷
似
す
る
．

８
『
医
家
千
字
文
』
（
一
二
九
三
）
に

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

現

｜
存
し

な
い

O

I
I

ノ
／
′

い
［
途
瞭
腰
略
卜
雛
瞭
畦
第
一
三
に
見
え
る

「
泰
山
鐘
乳
、

蜀
江
金
牙
」
と
言

の
と

愛
知
県
下
に
は
次
の
二
種
の
『
医
心
方
』
写
本
が
あ
る
。

一
、
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
写
本
廿
巻
廿
冊

こ
れ
に
「
医
心
方
目
録
」
が
つ
い
て
い
る
。

陵
居
第
一
巻
夫
黄
第
二
巻

治
髪
第
四
巻
治
水
第
五
巻

治
智
第
六
巻
治
陰
第
七
巻

汁
服
第
八
巻
去
腫
第
十
巻

治
卒
第
十
四
巻
芭
消
第
十
七
巻

治
服
第
廿
巻
婦
人
第
廿
二
巻

産
婦
第
廿
三
巻
治
利
第
廿
五
巻

馬
勃
養
性

引
於
治
小

薬
多
唇
熱

『
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て
（
Ⅳ
）

愛
知
県
下
に
あ
る
「
医
心
方
』
写
本

唇
熱

右
総
計
二
十
冊

杉
立
義
一
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